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　昭和十六年一月十日、朝日新聞は「『ニコライ紛争』に文部省強力調停の肚」という記事を掲載した。
　昭和十五年九月、セルギイ府主教の引退が決った後も教会は落ち着かず、その成り行きが連日新聞紙上で報じられ、世間の耳目を集めていた。

「正教時報」昭和十五年九月号は「岩澤神学士を教団統理に決定す」と報じたが、セルギイ府主教の引退に至る経緯の不透明さと岩澤丙吉の統理就任に際し、様々な意見が生じ紛糾の様を呈していた。セルギイ府主教の身辺も騒がしく、引退が決ってからの処遇についても自身以外の力が働いていた。十二月にはその荷物一切を赤坂の帝国アパートに移されたりもした。

朝日新聞の記事は「～ロシア人大司教がいさぎよく引退

した後で日本人の信徒同士が醜争を繰り返すのはまことにけしからぬ～」という文部省談に続いてセルギイ府主教の近況も伝えている。

「～一方、昨年九月引退したセルギイ大司教は引き続きニコライ堂の一室に起居して教会内部の慌しい雲行きをヂッとみつめて居たが三十三年間住み慣れたニコライ堂にいよいよサヨナラしてここ二、三日中に世田谷区太子堂四五五の借家へ引移るといふ～」
さらにセルギイ府主教の談話を次のように得ている。

「言いたいことは山々ありますが正教会はいま一番大切な時、わたし何も申しません。わたしは共産主義が大嫌ひ、ロシアに帰ったら牢獄が待って居るだけでせう、日本に永住したいと思ひます。明治四十一年にこちらに来る前わたしは三年間ペテルスブルグ神科大学総長でした。わたしは傳道者であるよりも神学者です。教会の創設者ニコライが日本を訪れてから八十年間の日本における正教の歴史を数年前からコツ〱と書いて来ました。もう二千五百頁ばかり書きましたがもう千頁書きます。余生はペンを握って静かに過したいと思います。」
ロシア革命以来常にソビエト下の教会との関係を問われてきたセルギイ府主教の談話である。共産主義を擁護する演説をしたということで亡命ロシア人社会の反感を買ったセルギイ府主教だが、この談話にはその事は何も述べられていない。ただ「わたしは共産主義が大嫌ひ」という言葉の中に自身の置かれた環境の複雑さが窺える。　

尚、前年夏以来、「正教時報」に「府主教座下の名著出





版」と出版予告が出されていた「十二位一体の聖使徒」の邦訳が神保町の松崎書店より刊行されたのは、セルギイ府主教が太子堂に移った後の三月十五日であった。
ロシア連邦国立古文書館（ＧＡＲＦ）に保存されている一九四四年にセルギイ府主教が総主教代行レニングラード及びノヴゴロドの府主教アレクシイに宛てた「報告書」(GARF,f.6991,op.1,d.23,l.2-5)では次のように記している。

「～分裂、反目、策動が始ったことを見て、私はプロテスタント教会の元ミッション館を借り、一九四一年一月二十三日に引越しました。私の住所は東京都世田谷区太子堂四五五番地です。」と記し、教会の混乱の様子を伝えた後に自身の事として、「一九四一年十月八日より、自宅にて祈祷所を設け、ロシア人のためにスラブの奉神礼を始めました。一九四二年三月より、参祷者の希望により祈祷所を拡大。毎年欠かさず徹夜祷、聖体礼儀、各種の聖事を行っています。一年目は三二八二人、二年目は四二八〇人の参祷者がありました。三年目（主教叙聖の日である十一月十九日を境目としています）も前年に劣らぬ人数となるでしょう。奉神礼は司祭や輔祭がなくひとりで行っています。なお立派な誦経者がいますし、よい聖歌隊がいますし、かわいい堂役もいます。何よりも常にロシア人の熱意を目の当たりにしています。私は彼らにパスポートを見せなさいとは言いません～」と伝えた。
この「報告書」は久しく途絶えていたロシア正教会との連絡がソ連大使館を通して回復した最初のもので、その間の事情をセルギイ府主教は冒頭で次のように説明した。
「本年五月二十七日、貴座下より『日本正教会の現状を報告せよ』との電報を受け取りました。一九四〇年以降、ここで何が起ってきたかについて、今まで総主教庁に何もお知らせしていなかったことを深くお詫び申し上げます。なお、その理由はただ一つです。つまり、真実を書けば検閲が通してくれませんし、自分がトラブルに巻き込まれるだけです。～ソ連大使館を通じて（外交封印袋や外交伝書便で）手紙を送るにしても本年五月までは大使館と何の関係もありませんでした。五月半頃はじめて大使館二名が私を訪ね、故総主教聖下が送ってくださった本と『モスクワ総主教雑誌』の第一号、第二号を渡してくださいました。」
セルギイ府主教は「彼らにパスポートを見せなさい」と言わなかったとあるように、白系ロシア人やソ連国民、また他の外国人とも国籍にかかわらず接していた。しかし、当時東京周辺にいた白系ロシア人たちの多くはセルギイ府主教を親ソ派と嫌い、祈祷集会はニコライ堂で行っていた。
内務省警保局保安課が出していた「外事日報」には「在京舊露国人團體の動静」として、しばしばニコライ堂での白系ロシア人の活動を記しているが、なぜか太子堂のセルギイ府主教への言及は無い。

セルギイ府主教が移った太子堂の「元ミッション館」とは、宣教師カニングハムを中心とした「四谷ミッション」の宣教師館であった。同所にはミッションの世田谷基督教会と幼稚園、また牧師館も建っていた。宣教師館は塀で仕切られており、昭和十三年ころはオーストラリア人のヒッチ宣教師一家が住んでいた。
セルギイ府主教がどのような伝手を得てここに移ったのかは不明である。祖父の代から世田谷基督教会の牧師を務めるこの教会の羽生基雄名誉牧師の記憶によれば、宣教師館はカニングハム宣教師の個人名義であったため戦時中は敵性財産として接収されたというが、その正確な時期はわからない。この建物の写真は現在確認されておらず、終戦時十二歳だった羽生名誉牧師の姉天野恵美さんは、一階が玄関、居間、食堂、台所、雑用室、バスルーム。階段を登ると玄関の上に書斎があり、居間の上は「だだっ広い家具の置いていない畳の部屋」であったと記憶している。

一九四一年十月八日よりセルギイ府主教はここで祈祷を始めたと前掲の「報告書」に記しているが、その後の様子を知る資料がＧＡＲＦにある。

戦後の一九四六年六月二十一日付の在朝鮮ロシア宣教団の団長、掌院ポリカルプが、モスクワ総主教庁に復帰した「ハルビン及び東亜の大主教ネストル」に送った書簡(GARF, f.6991,op.1,d.75,l.174-176)である。この掌院ポリカルプはウラヂオストック生まれのロシア人で、父の死後、昭和七年頃母に伴われて来日した。昭和十一年三月十五日、大斎十字架叩拝の主日にニコライ堂でセルギイ府主教により修道司祭に叙聖された人で、セルギイ府主教とは親しい間柄で、戦時中も手紙を交わしていた。
　ネストル大主教もセルギイ府主教が在外シノドと関係を断つまでは親しく交際を続けていたが、途絶えていた消息を知るために教会の公務の書簡の中で尋ねたのであった。

　掌院ポリカルプは「在朝鮮ロシア宣教団現状報告」と「朝鮮宗教概要」を添付した手紙で次のように記した。

　「ネストル座下は府主教セルギイ座下についてお尋ねですが、悲痛なことに府主教セルギイ座下は永眠しました。昨年八月九日ソ連が日本に宣戦を布告し、同月十一日に永眠されたので横死ではないかと疑いたくなります。～セルギイ座下は一時身柄を拘束されていたと聞いています。ここ二年間でめっきり老い込んで体も弱くなり、自宅の小教会で奉神礼を行う際には手が震えていたそうです。それでも宣戦布告の日まで体がまだかなり丈夫で、誰の目から見ても二日後に亡るとは思えませんでした。～」

　そして自分が最後にセルギイ府主教を見たのは一九四一年十一月であり、その時は「生き生きとしており、元気に輝いていました。ただ白髪が前より増えており、体格も細くなっておられました」と続けた。そして、「知られている限り、ロシア人も日本人もセルギイ座下を見捨てませんでした」と記し、セルギイ府主教の手紙を抜粋し列挙した。
一九四二年六月二五日　「十六日（注セルギイ座下の誕生日）、ロシア人の方々がプレゼントをして下さいました。一九四三年五月までの家賃を負担すると言って下さり、一二〇〇円以上を募金し、その中から家賃のために私に一〇〇〇円手渡して下さったのです。大いにして心温かいお祝いでした」（略）
一九四三年二月一八日　「日本の各教会が少しずつ動き出しています。仙台教会、名古屋教会、静岡教会、小田原教会、東京の各教会から援助が届いたのです。～しかし、年金（月二〇〇円）は既に一九ヶ月分（三八〇〇円）送られていません。一年くらい暮せるでしょう。が、お手伝いさんを雇うお金はまだありません。もうすぐ七二歳になるというのに～」（略）
――一九四三年七月九日も援助の事などを記し、同年一〇月一八日の手紙では「聖堂祭は盛大に行われました。聖体礼儀は五九名の参祷者がいました。聖歌がとても素晴らしかったです。～略」と記している。――
一九四四年一月五日　「神の恵みによって、私の健康状態は万全です。～ここは非常に静かで穏やかなところです。私が生きているのは主日、祭日、そして前の晩です。祈祷をし、ロシア人と交流して心が憩うのです。週日は生気なく過し、退屈しないよう読書に耽っているのです。」

　最後の手紙は一九四四年一〇月一九日付で、長い無沙汰を「夏が暑かったことや、徹夜祷と聖体礼儀を欠かさず行ったこと、色々な心配事があったことで疲労が重なり、一種の倦怠感をもたらしました」と詫び、そして「親戚は一九三二年から手紙を送ってきません。文通や電報のやりとりがあったのはセルギイ聖下だけです。その聖下も世を去り、私の祖国との交流は途絶えたのです」と記した。（続く）
セルギイ府主教の晩年


世田谷区太子堂町四五五　①　　　　　主教　セラフィム
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▲セルギイ府主教が借りた宣教師館の外観図


　　　　　　　　　　　（天野恵美　作画）





セルギイ府主教の遺品（小パナギヤ）►


СПАСИ И СОХРАНИ


Архиепископу Сергию от А.П.


25／Ⅰ　1924 г.  г. Харбин


※セルギイ府主教（大主教）は大聖堂復興募金のため1924年1月16日より月末までハルビンに滞在していた。











